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CD8+ γδ T細胞から成る IELは腸管の上皮細胞間に存在し、生体防御に重要な役割を果たしている。









は、CD8αα αβIEL、CD8αα γδIELとNK IELの数が著しく減少した。一方、Tie2-Cre IL-15 cKOマ
ウスでは IEL細胞数の変化が見られなかった。この結果から、IELは腸管上皮細胞から産生される
局所の IL-15によって維持されていることが明らかになった。Villin-Cre IL-15 cKOマウスのCD8αα 
IELにおいてBcl-2の発現レベルが低下し、Fasの発現レベルが上昇したことから、腸管上皮細胞由
来の IL-15はCD8αα IELの生存を維持していることが示唆された。また、Villin-Cre IL-15 cKOマウ
スにBcl-2トランスジーンを導入したマウスで、CD8αα IELの細胞数が部分的に回復したが、細胞
の維持に重要なCD122の発現は回復しなかった。さらに、CD8αα IELは成熟とともに細胞傷害分
子であるグランザイムBを高発現し、エフェクター細胞として機能している。 Villin-Cre IL-15 cKO
マウスのCD8αα IELにおいてグランザイムBの発現レベルが著しく低下するとともに、成熟型と


















入するとCD8αα IELが部分的に回復した。また、Villin-Cre IL-15欠損マウスのCD8αα IEL
においてグランザイム B の発現が低下するとともに、成熟型と考えられる PD-1 陰性
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